
 

【特徴】 

   

【用途】 

発泡スチロールを心材として作製する製品で使用できます。 

（例）サーフボード、浮標等の漁業用品、造形品等 

   

 

 

発泡スチロールに直接積層 やスプレー・刷毛・ 

ローラーで塗装 を行うことができます。 



【各種比較表】 

促進剤ＰＩＣＯ・促進剤６％Ｃｏ、硬化剤添加量とポットライフの目安    

Ｐ－７１５ＴＮ                    Ｐ－７１５ＴＮＦグレー 

温度 
促進剤 

PICO 

硬化剤 

0.5% 1.0% 2.0% 

10℃ 1.0% － 15分 20分 

20℃ 
0.5% 21分 20分 21分 

1.0% 9分 10分 16分 

30℃ 0.5% 13分 13分 16分 

Ｐ－７５３ＴＦグレー                                                                     

温度 
促進剤 

PICO 

硬化剤 

0.5% 1.0% 2.0% 

10℃ 1.0% － 15分 21分 

20℃ 
0.5% 27分 24分 24分 

1.0% 9分 10分 16分 

30℃ 0.5% 17分 16分 18分 

品 名 Ｐ－７１５ＴＮ Ｐ－７１５ＴＮＦグレー Ｐ－７５３ＴＦグレー 

写 真 

   

詳 細 

積層用（ＦＲＰライニング） バリアコート用（塗装） バリアコート用（塗装） 

発泡スチロールに直接積層

（P-715TN+ｶﾞﾗｽﾏｯﾄ）をするこ

とができ、強度を上げること

ができます。 

発泡スチロールにバリアコー

トをすることにより、上から

溶剤系の積層や塗装を行うこ

とができます。 

Ｐ－７１５ＴＮＦグレーのグ

レードアップ品。上から溶剤

系の積層や塗装を行うことが

できます。 

液型 色 ３液型 淡黄色 ３液型 グレー色 ３液型 グレー色 

硬化性 〇 〇 ◎ 

タレ難さ ― 〇 ◎ 

強 度 ◎（ＦＲＰの強度） △（塗膜の強度） △（塗膜の強度） 

研摩性 ― 〇 ◎ 

空気乾燥剤 ― ― 〇 

促進剤 促進剤 PICO 促進剤 PICO 促進剤 PICO or促進剤 6%Co 

硬化剤 ｶﾔﾒｯｸ M、ﾊﾟｰﾒｯｸ N、ﾒﾎﾟｯｸｽ 55 （各ﾒｰｶｰ） 

温度 
促進剤 

PICO 

硬化剤 

0.5% 1.0% 2.0% 

10℃ 1.0% － 22分 31分 

20℃ 
0.5% 28分 27分 29分 

1.0% 11分 13分 23分 

30℃ 0.5% 16分 17分 21分 

温度 
促進剤 

6%Co 

硬化剤 

0.5% 1.0% 2.0% 

10℃ 1.0% － 45分 52分 

20℃ 
0.5% 39分 32分 32分 

1.0% 27分 26分 27分 

30℃ 0.5% 20分 18分 17分 



※希釈：ｽﾋﾟﾘｯﾄｼﾝﾅｰで 1～15％程度 

 

 

 

 

【施工例】 

Ｐ－７１５ＴＮ＋ガラスマット（ＦＲＰライニング用）     

             

 

 

                     

                                             

 

Ｐ－７１５ＴＮＦグレー（コーティング用） スプレー塗装 

                    

 

                

                                  

P-715TN に促進剤 PICO を添加攪拌し

硬化剤を添加攪拌  

完成 ※工程 

 

脱泡ﾛｰﾗｰで脱泡 

 

P-715TN をｶﾞﾗｽﾏｯﾄに刷毛・

ﾛｰﾗｰ等で含浸      

ｹﾞﾙｺｰﾄﾄｯﾌﾟ PC-815TP NPG708

を塗布       ※硬化剤使用 

発泡ｽﾁﾛｰﾙを切削 (ﾗｲｵﾝ) P-715TNF ｸﾞﾚｰを刷毛で表面を塗布 

※促 

 

 

 

 

直ちにｽﾌﾟﾚｰ塗装 口径 2.5Φ㎜ 

  ｻﾝﾄﾞﾍﾟｰﾊﾟｰで研摩  ｱｸﾘﾙｳﾚﾀﾝをｽﾌﾟﾚｰｶﾞﾝで塗装     完成 

※Ｐ－７５３ＴＦグレーの場合も同様に施工してください。 

※発泡スチロール溶解注意：膜厚が薄い、脱泡不足、ピンホール（巣穴）、器具への洗浄溶剤残留（注意事項②） 

 

硬化後 P-715TNをﾛｰﾗｰで塗布      

※促進剤 PICO添加攪拌し、硬化剤を添加攪拌    ※刷毛で先に塗るとﾋﾟﾝﾎｰﾙができにくい 

 

 

 

 



【使用上の注意事項】 

➀塗膜・ＦＲＰライニングの膜厚が薄い、脱泡不足、ピンホール（巣穴）は、上から溶剤系の塗料・樹脂を使用

したとき、発泡スチロールが溶ける可能性があります。※発泡スチロール溶解注意 

②希釈する場合は、スピリットシンナーで１～１５％程度希釈してください。また刷毛・ローラー、スプレーガ

ンを洗浄する際にアセトンなどを使用したときは、最終洗浄にスピリットシンナーを使用してください。 

※発泡スチロール溶解注意（器具への洗浄溶剤残留） 

③発泡スチロールの種類・厚み・倍率により強度、変形、溶解、密着不良、二次発泡などの可能性がありますの

で必ず確認して使用してください。また粉砕品等の加工は対応していません。※推奨倍率は３０～９０倍 

④促進剤と硬化剤は危険ですから同時に混合しないでください。必ず促進剤を添加攪拌し、その後硬化剤を添加

攪拌してください。※危険なので同時に混合禁止 

⑤Ｐ－７１５ＴＮＦグレー・Ｐ－７５３ＴＦグレーは、バリアコート用なので塗膜の強度しかありません。 

 ※強く押すと塗膜が割れます。 

⑥Ｐ－７１５ＴＮはＦＲＰライニング用なので樹脂単体（ガラスマットなし）では使用しないでください。 

※樹脂単体では膜厚が付きません。その上から無理に溶剤系塗料を塗布すると発泡スチロールが溶けます。 

⑦各製品の詳細は技術資料（ＴＳＤＳ）、安全データシート（ＳＤＳ）を参照してください。 

【製品の種類と荷姿】 

商 品 名  液型 内 容 荷 姿 

ポリキュートＰ－７１５ＴＮ ３ 発泡スチロール積層用樹脂 

（促進剤 PICO、硬化剤使用） 

18kg,   4kg 

ポリキュートＰ－７１５ＴＮＦグレー ３ 発泡スチロール用樹脂塗料 

（促進剤 PICO、硬化剤使用） 

18kg,  4kg 

バリアコートＰ－７５３ＴＦグレー ３ 発泡スチロール用樹脂塗料（促進剤

PICOまたは促進剤 6%Co、硬化剤使用） 

18kg,  4kg 

促進剤 ＰＩＣＯ  コバルト・アミン系促進剤 3.5kg, 0.9kg 

促進剤 ６％Ｃｏ  コバルト系促進剤 3.5kg, 0.9kg 

スピリットシンナー  アルコール系希釈剤 16Ｌ,   4Ｌ 

ゲルコートトップＰＣ－８１５ＴＰ 各色 

※用途により樹脂の種類・調色可能 

２ ポリエステル樹脂塗料（硬化剤使用） 

※パラフィン入り  受注生産品 

20kg,   4kg 

ｶﾔﾒｯｸ M、ﾊﾟｰﾒｯｸ N、ﾒﾎﾟｯｸｽ 55 （各ﾒｰｶｰ） － MEKPO 55%溶液（硬化剤）標準ﾀｲﾌﾟ 5kg,1kg（ｹｰｽ） 

ｶﾞﾗｽﾏｯﾄ＃380、#450、#600等  (各ﾒｰｶｰ) － ﾁｮｯﾌﾟﾄﾞｽﾄﾗﾝﾄﾞﾏｯﾄ（補強材） 30kg 
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